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　明治・大正期に日本付近でおきた浅い地震のマグニチュードを当時の地震計観測資料から求

める方法を開発し，それを実際に適用した。

　当時の地震計の特性は現在のものと大きく異なるため，マグニチュードの算出には国際的な

Vanek ら 1 ）の公式を用いた。この公式は地震波の最大振幅だけでなく，その周期を用いるこ

とに特徴がある。基礎資料としては，種々のことを考慮して，大阪府立測候所および東京帝国

大学地震学教室における大森式地震計の計測結果を用いた。

　決定方法の検定や補正値の計算にあたっては，マグニチュードの明確さを期すために，

Gutenberg － Richter の未公開資料にもとづいて表面波マグニチュードを新たに求め，その

値を基準のマグニチュードとした。したがって，ここで求まるマグニチュードは，現在国際的

に広く使用されている表面波マグニチュードのスケールに準ずるものであるが，検定方法など

からみて，気象庁マグニチュードのスケールと著しく異なるものではない。

　1901 年より 1925 年までの 25 年間に日本付近で発生した被害地震のマグニチュードを上記

の方法により決定した。第 1 表に結果をまとめた。表中の Ms は今回得た表面波マグニチュー

ドを，Mk は震度観測などにもとづく河角のマグニチュード 2 ）をそれぞれ示す。震央位置は宇

佐美 3 ）などによる。すべてではないが前震や余震などの Ms も補足として記しておいた。

　Mk と Ms を比較すると，全体として Mk は Ms より大きい。両者の間に 0.5 以上の差がある

ものは全体の約 5 割，1.0 以上のものは全体の約 2 割もある。平均では Mk は Ms よりも約 0.5

大きい。この値は，気象庁のマグニチュード・スケールなどの比較からこれまでに指摘されて

いた違い 4 ）にほぼ等しい。しかし，この結論は，多数の地震の Mk を統計的に取り扱うような

場合についてのみ適用されるべきものであって，個々の地震については当てはまらない。たと

えば，1910 年の有珠山地震や 1914 年の桜島地震などでは両者の値に大きな違いがあるが，

1909 年の姉川地震や 1923 年の関東地震などではたいした違いがみられない。
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第 1 表　被害地震（ 1901 － 1925 年 ）のマグニチュード
Table 1　Instrumental magnitudes of Japanese destructive earthquakes, 1901－1925. Ms is the 

surface-wave magnitude obtained here, and MK is the Kawasumi's magnitude.
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